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データサイズ３００KB以上で鮮明な 管理・運用ルールがないため、
写真を貼り付けて下さい。 災害時の想定が甘く不十分だった。
またはデータで添付してください。 問題点に対して細かく改善を行い、

問題を解決した事例です。

１枚目：会社概要・職場紹介・サークル紹介・工程説明・テーマ選定理由等、特に指定はありません。

２枚目以降：１枚目に続いて本文・図表・グラフ等をお書き下さい。
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防災倉庫における物資運用管理の最適化

リケンケイキンゾクコウギョウカブシキガイシャ アイハラ タクト

理研軽金属工業は静岡県静岡市に本社・工場を構え、創業は1937年、今年で88年に

なる建材メーカーの会社です。ビル建材を中心に機能性とデザイン性を兼備えた商品

を多数開発・生産しています。

弊社製品は、空港や駅、病院、学校など様々な場所で使われています。その他拠点は

本社工場を含め国内9拠点で事業展開しています。「新しい商品を通じて社会に貢献し、

働く喜びを感じる会社にする。」の企業理念のもと時代と共に変化しながら100年企業を

図のように、総務人事課は管理部に属しております。総務人事課は会社の「人」に関する

業務全般を担当する「人事部門」と会社全体の運営を円滑に進めるための「裏方」的な業

務を担当する「総務部門」が一体となって業務を行います。人事は採用・人事評価・給与等、

総務は社内規定・備品・来客・安全衛生管理等あります。

SOUMLIEサークルは管理部総務人事課に所属しています。リーダー、テーマリーダー、メ

ンバー、世話人の計7名で、「思いやり溢れる総務人事課」をモットーに活動しています。

今回の活動でサークルレベル86点から92点へアップしました！



活動計画と実績です。活動計画に対して、年度初めや新入社員
教育によるメンバーの業務負荷が大きかったため、若干の遅れ
が出てしまいましたが、ほぼ計画通りに全員参加で活動できま
した。

今回のテーマを選定するにあたって、メンバーの困りごとをマ
トリックス図を用いて、点数で評価し、上司方針、共通性が高
く、メンバー全員が協力して対応できる「防災倉庫の管理」に
決定しました。

「防災倉庫の管理」がテーマ候補の理由としましては、昨今の
地震、津波の多さ、いつ災害が起きてもおかしくない状況下に
おいて、地震による災害に備え、防災関係をアップデートする
必要があり、担当者も現状管理できず、非常に困っているとの
声が上がり、防災倉庫の管理、運用方法を検討することが挙げ
られましたので、「防災倉庫における物資運用管理の最適化」
を軸に活動を進めます。

まず、現状把握として、弊社正門からすぐ左手に4つの防災倉庫
が並んでいます。現地・現物で確認したところ、内容に表記が
が無い、用途が不明、置き場に決まりが無い、壊れた備品、な
どが詰め込まれ、確認をするための取り出し作業負担の手間が
あり、２Sができていないという実態が確認できました。

先程の状態の防災倉庫から、指示した備品をどの程度で見つけられるか、
時間を計測しました。探す備品は、長靴、寝袋、ブルーシート、軍手、タ
オル、の5点です。防災倉庫の内容が全く分からない部課長6名に協力いた
だき、表記の無い長靴を探すために、最大4分、最短でも1分半以上かかる
ことが判明しました。探す人によっても、最大2.3倍の時間が発生してしま
い、探す人次第となっています。探す時間が発生したり、探し出せない場
合もあるかもしれない。
そんな管理上の課題を改めて認識することができました。

次に、事業継続計画規則から被害想定を確認し、現状備品で足
りているかを確認をしました。災害１日目は帰宅困難者150名、
災害2日目・3日目は共に50名、本部と合わせて250名分、
必要数の2倍近くの水・非常食が備蓄されており、かなり余裕を
持った備蓄確保がされています。

・順横で並べて下さい。

・右下にＮｏを入れて下さい。

・６コマを密着で組み込んで下さい。
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先程の非常食管理についてですが、品目、数量、賞味期限は管理できてい
ますが、賞味期限が過ぎてから購入プロジェクトが発足れ、納品されるま
で多くの部署が関わって一連の処理が行われます。総務人事課、戦略課、
経理課、購買課、静岡営業所、各営業所と会議を幾重にも重ね、停滞し、
交錯する情報。費やした時間は89時間、発足から納品までに2年近くの歳月
と、それに各担当の作業時間も上乗せされ、非常食の管理に過剰な時間が
かかる点が担当者の大きな悩みでした。

グループ会社の防災に関する取り組み状況を確認した結果、
水のみ備蓄している、非常食と水はあるが、賞味期限切れになることがあ
る」といった工場もありましたが、同じ静岡市にある工場は『防災対応検
討ガイドライン』をベースに防災委員会を開催し、食料品・水等を含む防
災の見直しを行っている」とのことでした。非常食の豊富なラインナップ
や備品数の多さ、何より防災倉庫の規模が大きく様々な想定がされ準備し
ている点には驚きました。地震リスクの高い静岡は防災への意識が高いと
実感しました。

外部防災情報の収集を目的に、防災フェアおよび防災センター
見学に参加しました。
必要な備品の種類に大きな差はありませんでしたが、防災意識
向上に有効で、今後社内周知や研修プログラムへの展開を検討
したいと考えています。

現状確認で得られた内容をまとめました。その結果、３つの課
題に取り組むことにしました。
これらの問題から、「備品捜索時間」と「非常食の打合せ時
間」を目標値とします。

目標の設定は2項目上げました。「①非常食購入計画作成時間を
89時間から1時間に短縮する」「②備品の捜索時間を平均58秒か
ら30秒以内に短縮する」にし、いずれも2025年3月31日までに達成させま
す。目標の根拠ですが、①の非常食に関しては、意思決定に時間を要して
おり、なかなか次のステップに進むことができていないことから、管理方
法とルールを決めることで大幅な時間の短縮が図れること②の備品捜索時
間は、表示があり、見やすいところにあるものはおよそ30秒で発見できた
ためです。②の備品捜索時間は要因の解析してみることにしました。

「必要な備品が見つからないこと」を問題に上げ、ブレーンス
トーミングで意見出し、連関図を用いて要因の解析をしまし
た。「１．周知されていないので知らない」「２．物の表示が
ない」「３．運用・使用ルールがない」「４．見直しが
されていない」の4つの要因が洗い出されました。

・順横で並べて下さい。

・右下にＮｏを入れて下さい。

・６コマを密着で組み込んで下さい。
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要因の解析で上がった4つの要因について事実確認をしました。
すべてにおいて要因が確かなものであるという結果になりまし
た。

系統マトリックス図を用いて対策を検討しました。
「必要なものが見つからない」に対して、対策案を出し、
①～⑥を対策していくことにしました。

現状では用途別の区分を設けずに保管していましたが、
購入頻度、使用頻度や災害時の利用しやすさを考慮し、手前側
の近くて取り出しやすいNo4から順に「食糧」「水」「衛生用
品」「本部用」の4つのカテゴリーに分類し、
倉庫ごとに備品を配置することにしました。

こちらの8項目を今回対策として実施していきます。
対策をメンバーの強みを活かして役割を分担し、連携しながら
対策に取り組みます。

続いて表示の統一です。統一したラベル表示を作成しました。記載内容
は、倉庫ナンバー、購入日、品名です。
ケースや段ボールを開けなくても内容が一目で把握できます。後日談です
が、倉庫ナンバーの表記によって、どの倉庫から出したか忘れてしまって
も、後片付けがスムーズにできる点は高評価をいただきました。防災倉庫
の取手部分の必ず目に入る位置にカテゴリー分類の表記も忘れずに取り付
けました。

次に防災倉庫内の備品配置が一目で分かるようレイアウト図を
作成し、倉庫内の目につきやすい位置に掲示しました。持ち出
し・返却の担当者が異なる場合でも、備品を適切な場所に戻せ
る体制を整え、担当者の違いによる原状復帰の難しさという長
年の問題を解決することができました。
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・順横で並べて下さい。
・右下にＮｏを入れて下さい。



効果の確認の第一段階として非常食の購入計画を確認します。
改善前は多くの部署が関与し、計画作成に約89時間を要してい
ましたが、非常食購入自動計算システムと業務フローリストを
作成した結果、複数回の打ち合わせや確認作業が不要となり、
計画作成にかかる打合せ時間は実質0時間とすることができまし
た。目標を大幅に上回る成果を達成しました。

効果の確認の前に、これらの対策によって、防災倉庫はどのよ
うに変化したのかをご覧ください。以前は足の踏み場もないほ
ど物が乱雑に置かれている状態でした。こちらがすべての対策
実施後の防災倉庫の様子です。不要な備品や過剰に多い備品を
減らして全体的にスッキリとした印象となり、倉庫内の備品が4
つのカテゴリーごとに配置され、必要な備品をスムーズに取り
出せるようになりました。

課内協議のうえ、防災倉庫の管理ルールを策定しました。
定期点検は年度初めの4月と防災月間の9月です。年2回全員で実
施します。

全体への周知としましては、Share Point・安全衛生手帳を活用
します。全従業員へ配布している安全衛生手帳に防災倉庫にあ
る備品を表記することで、全員が防災倉庫の備品を把握し、活
用できる体制を整えました。今後も防災関連の情報を随時追加
予定です。

次に非常食の購入計画として、自動計算システムを作成しました。品名、
納品日、賞味期限の必要情報を入力するだけで、次回の予算取り、納品・
配布の年度が自動で計算されます。また、年度も賞味期限によって自動更
新されるので、メンテナンスが要りません。業務フローリストを作成する
ことで、月ごとの作業内容を明確化し、過去の履歴から、設定した納期に
基づいて各課への指示・工程を整理しました。一度の指示で完結するよ
う、予算・購入・納品・配布に関するやり取りを最小化します。

次に一覧表の設置です。点検時に使用するためのチェックリス
トを各防災倉庫内に設置し、定期的な点検を行える体制を整え
ました。薄暗い環境でもチェック作業ができるよう、乾電池式
LEDセンサーライトを設置することによって作業時の視認性が向
上し安全に作業ができるようになりました。各倉庫に設置され
たセンサーライトは夜間の災害や停電時においても大きな助け
となります。
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・順横で並べて下さい。
・右下にＮｏを入れて下さい。



効果の確認の第二段階として備品捜索時間は短縮できたのでしょうか？レ
イアウト変更で備品の位置が様変わりした状態でも、捜索時間の平均が改
善前は58秒に対して、改善後は20秒となり約3分の１に短縮できました。こ
ちらも目標を大きく超える結果となり、改善効果を実証できました。各備
品で探す時間の差が無くなった点も改善効果として挙げられます。見やす
くなった、探しやすくなった等の嬉しい意見や、管理方法や表示に関して
さらなる改善のアドバイスもいただき長靴は紙袋からビニール袋に移し替
える事にしました。

標準化と管理の定着は表の通りです。運用管理だけでなく、教
育面の強化にも取り組みます。今後の課題は、老朽化した備品
や更新が必要な備品は予算を組み、交換を計画的に実施するな
ど、防災関連には引き続き改善点が残っているため、
情報収集を継続的に進めながら、災害時に頼れる防災倉庫を目
指します！

以上で理研軽金属工業SOUMLIEサークルの発表を終わります。
ご清聴ありがとうございました。

・順横で並べて下さい。
・右下にＮｏを入れて下さい。

・６コマを密着で組み込んで下さい。
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